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第29期 中間報告書 2009年3月1日　2009年8月31日



　当第2四半期累計期間は、依然として厳しい雇用情勢や所得
環境の悪化により、消費環境は低迷した状況が継続しておりま
す。特に第2四半期においては昨年の猛暑から一転、全国的な
気温低下や長梅雨により、大変厳しい経営環境となりました。
　その結果、夏型商材の販売不振や、お客さまの節約志向を受
けた中食や日用品の伸び悩みにより、既存店日商伸び率は第2
四半期累計で3年ぶりのマイナスとなりました。しかし、このよう
な中でもお客さまの支持の表れである客数の増加基調は継続
しており、全店客数はtaspo効果や猛暑の影響がなかった2年
前と比較すると80人強増加、前年同期に対しましても20人強
の増加となっております。ファミリーマートの支持基盤には確た
るものがあり、当第2四半期累計の業績は想定を超える外部要
因の影響を強く受けたものと考えております。
　したがいまして、このような厳しい環境だからこそ、フランチャ
イズ本部の責務として販促面、CRM関連費用をはじめ、加盟店
支援に係る経費を大きく積み増しました。一方で、全社を挙げた
コスト構造改革が進捗し、着実に本部コストを削減いたしました。

また、10月1日に公表しました通り、繰延税金資産の一部を取り
崩し、単体で37億円を法人税等調整額に計上しております。
　出店面では、2009年8月末現在、国内エリアフランチャイザー
3社を含めた国内総店舗数は7,604店舗となりました。海外エリ
アフランチャイザーは、台湾、韓国、タイ、中国およびアメリカにお
いて、合わせて7,636店舗となり、海外店舗数が国内店舗数を
逆転。チェーン総店舗数は15,240店舗となりました。
　これらの結果、当第2四半期連結累計期間におきましては、営
業総収入143,381百万円、営業利益19,631百万円、経常利益
20,949百万円、四半期純利益9,863百万円となりました。なお、
中間配当金につきましては、当初計画通り一株あたり35円とさ
せていただきました。

1 ごあいさつ

第2四半期までの状況
（2009年3月から同年8月まで）

株主の皆さま、こんにちは。日頃よりファミリーマートをご支援賜りまして、
誠にありがとうございます。
ここに、当社第29期中間報告書（2009年3月1日から同年8月31日ま
で）をお届けするにあたり、一言ごあいさつ申し上げます。
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　第3四半期以降も、ますます厳しい消費環境が続くと認識し
ております。私たちはこのような時こそ奇策に頼るのではなく、
基本に立ち返りそれを徹底的にやり続けてまいります。
　単なる低価格路線とは一線を画し、お客さまがいつでも欲し
い商品を欲しい数量お買い求めいただける、コンビニエンススト
アのあるべき姿を追求してまいります。その中で、価格と価値の
バランスが取れた品揃え、お客さまとのコミュニケーションを大
切にし、居心地の良さ、そして社会インフラとしての機能を高め
ながら、地域のお客さまのご支持を獲得してまいります。
　例えば商品面では、業界に先駆けて本格展開したチルド米飯
は、9月に全店導入を完了いたしました。チルドにすることで、海
鮮食材や生野菜等、これまでの温度管理では使用できなかった
素材を使い、また保存料もさらに減らし、従来のコンビニではご
提供できなかった質の高さ、おいしさを目指した商品です。今後
はさらにその品揃えの幅を広げながら、そのおいしさでコンビ
ニ弁当のイメージを刷新してまいります。
　また、ファミマＴカードでは、「ロイヤルカスタマー優遇システ

ム」をスタート。業界初の試みとして従来の一律的な販促からお
客さまの属性・購買状況に焦点を当てたアプローチを行ってまい
ります。電子マネー決済では、10月より主婦層や中高年層ある
いは地方圏に強い「ＷＡＯＮ」の取り扱いを開始し、決済手段の
選択肢を多様化させてまいります。これらお客さまの誘引策に
よって、客数のベースをさらに引き上げ加盟店をバックアップし
てまいります。
　このような代表的な施策も、私たち本部と加盟店が一体と
なって取り組むことで、お客さまに伝わっていくものだと思って
おります。「ファミリーマートらしさ推進活動」も5年目に入り、加
盟店にまでこの輪を広げて2年目となりました。
　今春以降、自らの目指すお店の姿を、加盟店同士、そして本部
と一緒になって語り合う「らしさワークショップ」を全国で開催、
延べ4,500人が参加しました。感動体験や成功事例、あるいは
苦労話の中から気づいたことを、早速、それぞれのお店に持ち
帰り実践しております。第3四半期以降も継続的に開催し、加盟
店・本部との絆の深さや一体感を大事にして、この難局を乗り
切ってまいります。
　株主の皆さまにおかれましては、今後ともよろしくご支援賜り
ますようお願い申し上げます。

第3四半期以降の取組み



3 特集

お客さまに選ばれ続けるチェーンを目指して

「ファミリーマートらしさ推進活動」の展開
ファミリーマートでは、社会構造や消費環境が大きく変化する時代に、お客さまから選ばれ続けるチェーンを目指し、ホ
スピタリティあふれる行動を通じて「気軽にこころの豊かさ」をお客さまに感じていただくため、「ファミリーマートらし
さ推進活動」を行っております。ここでは、その具体的な取組みをご紹介いたします。

「ファミリーマートらしさ推進活動」は、
店舗での接客だけではなく、商品づくり
や社会貢献・環境活動などを含むすべて
の企業活動を通じ、「気軽にこころの豊か
さ」の具現化を目指す取組みです。さら
に、ご賛同いただいた取引先も加え、そ
の活動の輪を広げております。

接客

間接部門
によるサポート

取引先
の活動

店舗
の開発

店舗
空間づくり

商品
づくり

広告・広報
による発信

社会貢献・
環境活動

ファミリーマート
らしさ

「ファミリーマートらしさ推進活動」

企業姿勢や「親しみやすさ」
「家族的」など、目指すべき
世界観を広告や広報活動に
より発信しております。

「気軽にこころの豊かさ」を
感じていただくため、一貫し
たコンセプトに基づく商品づ
くりを行っております。

物流会社や製造工場な
ど、取引先でも「ファミリー
マートらしさ推進活動」の
輪を広げております。

お客さまの「感動」につながるマニュアル
を超えたちょっとした気遣い、おもてなし
を心がけております。

流通・小売業界では初めて「ベルマーク
運動」へ参加いたしました。



　 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン
店頭で行っている「ファミリーマート夢の掛け橋募金」の寄付先の1つ
である社団法人セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンは、世界中のこども支
援のため、学校建設や被災者支援などに取り組む団体です。ファミ
リーマートはその活動に賛同し、国際協力やこどもの権利について理
解を深めることを目的としたこどもを対象とする参加型学習プログラ
ムである「スピーキングアウト」を支援しております。
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　 セーフティステーション
社団法人日本フランチャイズチェーン協会の会員として、安全・安心な
まちづくりと青少年の健全育成を目的としたセーフティステーション活
動に取り組んでおります。

　 ベルマーク運動
ベルマーク運動の理念に賛同し、2008年4月よりおむすび全品にベル
マークを付け、お客さまとともに地域貢献活動に取り組んでおります。

　 森の“聞き書き甲子園”
日本全国から選ばれた高校生100人が「森の名手・名人」を訪ねて知恵
や技術、人生について「聞き書き」し、記録する活動を応援しております。

　 ファミリーサッカースクール
朝日新聞社主催の「ファミリーサッ
カースクール」に特別協賛しており
ます。コーチには元日本代表選手
も参加。全国21会場でたくさんの
親子にご参加いただいております。

「ファミリーマートらしさ」をさらに推進していくため、当期
の社会貢献テーマを「こどもを応援するファミリーマート」
といたしました。ファミリーマートは、家族、地域社会、未来
の社会を応援してまいります。

「ただいま～！」の笑顔が見たいから。
ファミリーマートはこどもたちを応援しています。

　 ありがとうの手紙コンテスト
小学生を対象に「ありがとうの手紙」を書くことを通じて、感謝の気持ち
を伝えることの大切さや文字や言葉によるコミュニケーションの大切さ
を知ってもらい、表現力やこころの豊かさを育むお手伝いをしております。



5 トピックス

海外展開では、日本で培ったノウハウを
ベースに売り場面積や品揃えなど、現地に
合わせて最適化をはかりながら、ビジネス
モデルを構築しております。1988年の台
湾進出を皮切りに、韓国、タイ、中国、アメリ
カと出店地域を拡大してまいりました。日
本発祥のコンビニエンスストアとしては海
外で最も多い店舗数を有し、2009年8月
には海外店舗数が国内店舗数を上回りま
した。今後は、世界同時展開の共同キャン
ペーンやスケールメリットを活かした共同
調達など、グローバルチェーンならではの
施策を実施してまいります。そして、今後も
「グローバル2万店」を目指し、さらに海外
展開を加速させてまいります。

世界に広がるファミリーマート 国内外15,000店舗を達成
ファミリーマートは、三大都市圏と地方中心都市を中心に成長性の高い店舗の出店を進める一方、ニューマーケット
への積極的な出店を続けております。また、海外においても出店を推進した結果、
2009年7月に国内外15,000店舗を達成いたしました。

海外店舗数が国内店舗数を上回る

台 湾
2,374店

日 本
7,604店

タ イ
548店

韓 国
4,452店

中 国
248店
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国内地域別店舗数
●北海道／34
●青森／28
●岩手／101
●宮城／198
●秋田／42
●山形／89
●福島／124
●茨城／156
●栃木／118
●群馬／91
●埼玉／392
●千葉／309
●東京／1,143
●神奈川／521
●新潟／45
●富山／71

●石川／72
●福井／93
●山梨／65
●長野／36
●岐阜／94
●静岡／200
●愛知／452
●三重／121
●滋賀／110
●京都／151
●大阪／683
●兵庫／289
●奈良／49
●和歌山／64
●鳥取／31
●島根／34

●岡山／83
●広島／158
●山口／27
●徳島／45
●香川／73
●愛媛／78
●高知／30
●福岡／269
●佐賀／51
●長崎／137
●熊本／98
●大分／64
●宮崎／80
●鹿児島／207
●沖縄／198

国内プロパー／7,085
国内エリアフランチャイザー／519

アメリカ
14店

ファミリーマートチェーン店舗数

国内店舗数  7,604店
海外店舗数  7,636店 合計 15,240店



トピックス7
素材や食感などにこだわった商品
ファミリーマートでは、『あじわい Famima Café』『三ツ星パスタ』『できたてファミマキッチン』『Sweets＋』の4つを
重点商品カテゴリーと位置づけ、積極的な商品開発や売り場づくりの強化に取り組んでおります。

『三ツ星パスタ』は、「麺のおいしさ」「本
場素材の味覚」「選ぶ楽しさのあるメ
ニュー」というコンセプトで開発されたオ
リジナルパスタブランドです。

2009年4月より、第4の重点商品カテゴリーとして発売
を開始したオリジナルチルド飲料（※）ブランド『あじわい

Famima Café』。「素材そのもののおいしさやリアルな食感をあじわうごと
にリラックス感が得られる、飲む嗜好品」というコンセプトが支持され、発売開始か
ら5カ月で累計販売本数3,000万本を突破いたしました。

三ツ星パスタ

『Sweets＋』は、「味」「見た目」「食感」
「香り」にこだわったオリジナルスイーツ
ブランドです。

Sweets＋

『できたてファミマキッチン』は、地域ごとで
異なる具材と味わい深いつゆが決め手の
「つゆだくおでん」、素材にこだわった「中華
まん」、大人気の「フライドフード」等を取り揃
えたファスト・フードのブランドです。

できたてファミマキッチン

新ブランド『あじわい Famima Café』が
累計3,000万本突破
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生産者の“思い”も込めて地域ごとの味を開発
ファミリーマートでは、お客さまの多様なニーズに対応するため、地産地消や地域のニーズに合わせた商品開発に取り
組む「リージョナルマーケティング」を展開しております。それぞれの地域のお客さまにこころから満足していただける
商品をお届けしてまいります。

ファミリーマートでは、それぞれの地域の味の嗜好を探り、それを踏まえて商品を開発していくことを徹底
し、地域のニーズに応えた商品開発を進めてまいりました。「地産で地食へ」をキャッチフレーズに、それ
ぞれの地域の優れた食材を使った商品を、その地域のお客さまに安心しておいしく召し上がっていただ
けるよう積極的に地産地消を推進しております。

地産食材を使用した代表的な商品

三陸産の上質な脂が乗った穴子を使用した
お寿司です。

手巻寿司 三陸産穴子
138円（税込）8月販売

東北地区限定

昇竜舞茸の
和風パスタ
380円（税込）8月販売

北陸地区限定

群馬県産鶏使用
デミチキンカツ弁当
450円（税込）8月販売
※北関東・静岡限定

関東地区限定

奥出雲ファーム豚とんかつ弁当
（中国地区）／四万十ポーク
とんかつ弁当（四国地区）
498円（税込）7月販売

中国・四国地区限定

西尾抹茶のスイーツ
（わらびもち入り）
220円（税込）8月販売

中部地区限定

直巻 有明産海苔の
佃煮おむすび
100円（税込）9月販売

九州地区限定

但馬の味どり 焼鳥重関西地区限定

498円（税込）6月販売

飼料・飼育にこだわった兵庫県産「但馬の味どり」を使用。
もも肉の焼鳥、むね肉のつくねと鶏そぼろをのせました。

山芋や玉子だしを入れた
ふんわり仕立ての鶏つくね

鶏づくしの本格的焼鳥重

ごぼうと人参を入れ
食感よく仕上げた鶏そぼろ

柔らかくて
ジューシーな
もも肉の焼鳥

肉本来の旨みが楽しめる地元ブランド豚を使用し
ています。

大野醤油を使用し、大きな舞茸をたっぷりと使
用した食感と風味の良い和風パスタです。

群馬県榛名の若鶏を使用したお手頃価格の
ボリューム弁当です。

有明海の海苔を中具・巻海苔に使用し、海苔本来
の香り・食感・旨みをお楽しみいただけます。

モチモチのわらびもちに黒蜜ソースと西尾抹茶の
ムースを合わせたこだわりスイーツです。



ケース
2

会員データ
ベース

再来店

購買履歴から利用回数や金額、
よく買う商品などを把握

ファミマTカードを
提示して買物

Aさんは先月来店回数が
多かったのでスペシャル
ポイントを進呈

Bさんはスイーツをよく購入
されるので新商品の
お試し券をレシートに印字

優良顧客の
来店回数を維持

ケース
1

再来店の
動機づけ

再来店誘導促進による
「お得意さまづくり」

ロイヤルカスタマー優遇システム＜例＞

9 トピックス

「ファミマTカード」は、入会金・年会費が無料で、ファミリー
マートでの会員限定割引や特典が受けられるほか、
TSUTAYAをはじめとする異業種店舗で利用できる共通ポ
イント制度「Tポイント」機能やクレジット機能などを搭載し
た生活シーンに密着した便利なカードです。2009年8月に
は会員数が235万人を超えました。

お客さま満足度を高める便利なサービス
ファミリーマートはお客さま満足度の向上を目指し、2009年10月からファミマTカード・
Tポイントサービスをさらに充実させるため、お得意さまへの優遇制度を導入いたしました。

男性会員にはお弁当の割引券を、女性会員にはスイーツの割引券を、ご利
用の多い会員には特別割引券を配布するなど、個々の会員のニーズに
合ったクーポンを発行することで、お客さま満足度の向上をはかります。

ご利用の多い会員限定で「ショッピングポイント2倍」などの設定が可能と
なります。ポイントを活用した販売促進策の幅を広げます。

対象者ごとにさまざまなクーポンを配布

対象者ごとにポイント付与率を変動

ファミマTカードを提示して商品を購入していただくことで
さまざまな情報を把握することができます。これらの情報を
活用することで、会員ごとにより適した販売促進策を可能と
する「ロイヤルカスタマー優遇システム」を導入いたしまし
た。これにより、お客さまの再来店誘導を促進し、お得意さま
を増やしてまいります。

ケース
1

ケース
2

ファミマTカード会員数が235万人を突破

ロイヤルカスタマー優遇システムを導入



社会貢献・環境活動
「ファミリーマートらしさ」を念頭において環境に配慮した事業活動を行うとともに、
全国の店舗を通して地域社会への貢献活動に取り組んでおります。

飼料製造工場

ファミリーマート

ファミリーマート

販売期限切れ中食商品 分別・液体飼料化

食品残渣

商品製造 加工

リキッドフィーディング（※）

精肉工場中食工場

養豚場

販売

収集

2009年6月から地球温暖化対策の一環として、本社受付ス
ペースで消費される電力の1年分について、水力発電で生み
出されたグリーン電力（※1）を使用いたします。今回のグリー
ン電力の導入により、約6.1t（※2）のCO2が削減される見込み
です。

ファミリーマートは、2008年4月より東京7区内の約120店
舗と中食メーカー8工場から出る食品循環資源を回収して
液体飼料化リサイクルに取り組んでまいりました。2009年3
月に食品リサイクル法の「再生利用事業計画」の認定を受
けたことで、同年5月には行政区域を越えて食品循環資源
を回収することが可能になり、効率化がはかられました。液
体飼料で飼育した豚を弁当などの中食商品に使用すること
で、「食品循環資源→液体飼料化→飼育→製造・加工→店
舗による商品販売→食品循環資源→液体飼料化…」のリサ
イクル・ループを完成させました。
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地球温暖化対策の一環としてグリーン電力を導入効率的な食品リサイクル・ループの取組みを開始

ファミリーマートのさまざまな社会貢献・環境活動
ファミリーマートは、このほかにもさまざまな社会

貢献・環境活動に積極的に取り組んでおります。

詳細については、「社会・環境報告書2009」に掲

載しておりますのでご覧ください。

http://www.family.co.jp/company/
eco/report/



11 四半期連結財務諸表

四半期連結貸借対照表

科　目
当第2四半期連結会計期間末
（2009年8月31日現在）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（2009年2月28日現在）

科　目
当第2四半期連結会計期間末
（2009年8月31日現在）

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
（2009年2月28日現在）

【　資　産　の　部　】

流動資産

流動資産合計

固定資産

　有形固定資産

　有形固定資産合計

　無形固定資産

　投資その他の資産

　投資その他の資産合計

固定資産合計

資産合計

【　負　債　の　部　】

流動負債

流動負債合計

固定負債

固定負債合計

負債合計

【 純 資 産 の 部 】

株主資本

株主資本合計

評価・換算差額等

評価・換算差額等合計

少数株主持分

純資産合計

負債純資産合計
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四半期連結損益計算書（要約）

科　目
当第2四半期連結累計期間

（自2009年3月 1日至2009年8月31日）
前第2四半期連結累計期間

（自2008年3月 1日至2008年8月31日）

四半期連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

科　目
当第2四半期連結累計期間

（自2009年3月 1日至2009年8月31日）
前第2四半期連結累計期間

（自2008年3月 1日至2008年8月31日）



13 業績の推移（連結）
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35
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39,478

18,652

34,048

19,136

32,175
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33,877

139,197

276,442

153,585

297,849

161,608
143,381

319,439

11,745

09/08 10/02

09/08 09/08

■四半期（当期）純利益 ■1株当たり配当金

■経常利益
第2四半期（累計） 通期 （単位：百万円） 第2四半期（累計） 通期 （単位：百万円）

第2四半期（累計） 通期 （単位：百万円） 第2四半期末配当 期末配当 （単位：円）

■営業総収入
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氏名または名称 持株数 出資比率

14株式の状況 / 会社概要（2009年8月31日現在）

個人その他　5.77％
株主数：13,365名
株式数：5,633千株

自己名義株式　2.42％
株主数：1名
株式数：2,366千株

金融機関　18.59％
株主数：70名
株式数：18,148千株

その他の法人　36.29％
株主数：411名

株式数：35,465千株

外国法人等　35.48％
株主数：430名

株式数：34,654千株

証券会社　1.45％
株主数：47名

株式数：1,415千株

商号　

本店所在地　

設立年月日　

資本金　

従業員数

国内エリア
フランチャイザー

海外エリア
フランチャイザー

株式の状況

株式分布状況

大株主の状況
役員



http://www.family.co.jp/

ココをクリック！

Cli
ck!

事業年度
定時株主総会
剰余金の配当の基準日
公告方法

上場証券取引所
単元株式数
株主名簿管理人および
特別口座の口座管理機関

株主名簿管理人事務取扱場所
　
（郵便物送付先）

（電話照会先）
（ホームページURL）

株主メモ

▼ ▼

http://www.family.co.jp/fun/factory_tour/index.html

ホームページの紹介


